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　近年、ゲリラ豪雨と呼ばれる短時間で局地的な大雨が全国で発生しています。風水害はま

だ大丈夫と思っていても、急激に状況が変化する場合があります。大雨や長雨などで危険を

感じたら、早めに避難するようにしましょう。

　特に１時間に20ミリ以上、連続して100ミリ以上の大雨が降った場合などは、十分な警戒が

必要です。身近な情報源としてテレビやラジオの気象情報に注意してください。

　また、日頃から風水害に備え、家の周りの点検もしておきましょう。

大雨・台風シーズン到来!!
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足元に注意

水面下にはマンホールや

側溝などの危険があり、

長い棒をつえ代わりにつ

いて確認しながら歩きます。

深さに注意

歩行可能な水深は、一般

的に男性で70センチ、女

性で50センチ。水の流れ

が速ければ、もっと浅く

ても要注意です。

災害時要援護者の安全の確保 隣近所で声を掛け合い、集団で避難する

風水害から避難するための注意点風水害から避難するための注意点
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雨の降り方や雨量に注意し、
　　　　風水害に備えましょう!!
雨の降り方や雨量に注意し、

　　　　風水害に備えましょう!!

正しい情報をキャッチする 災害時には、うわさなどに振

り回されることがあります。

ラジオやテレビの報道、防災

関係機関（市役所・消防署・

警察署など）からの防災情報

に十分注意し、正しい情報を

キャッチしましょう。広報車・緊急車両・サイレンなどで伝達します


